
研究内容
〇南海トラフ巨大地震の発生確率

１０年以内 ３０％
３０年以内 ８０％
５０年以内 ９０％

〇津波到達時間
宇和島沿岸⇒最短４～５分

１０ｍ～１５ｍ
瀬戸内海側⇒最長６０～７０分

２ｍ～３ｍ
〇避難場所
知っている 全体４３．１％
※ ６０代 ６５％ それ以外は５０％を下回っている

研究背景
私たちが生きている内に高確率で起こるといわれてい
る「南海トラフ巨大地震」。私たちは発災後の避難生
活における「食」に重点を置いた備えについて研究し
たいと考えた。

知ろう！広げよう！簡単な非常食の作り方

仮説・研究方法
地震発生後に避難生活が続くと、栄養が偏るという問
題が考えらる。そこで、避難生活においても、栄養に
偏らずに簡単に作れる非常食を考え、事前に広めてお
くことで災害発生後の避難生活の質を高めることがで
きる。
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今後の研究
BISAI-FARMさんに協力していただき、農地の見学や、農作
物を活用した非常食の開発に取り組んでいきたいと考えて
います。また、備蓄されている食料についての研究にも取
り組み、備蓄用の食品と野菜などを掛け合わせた、非常食
のアレンジレシピなども考えていきたいと思っている。今
後の研究が地域の防災意識の向上や災害時の地域貢献につ
なげられるように、BISAI-FARMの方と協力して、研究内容
を深めていきたい。

災害時の備蓄品
ラジオ・ライター・軍手・水・食料（レトルトな
ど）・マスク・ハサミ・カセットコンロ・懐中電灯・
カイロ・レインコート・救急用品・上靴

季節や天候によって必要とす
るものが大きく変わるためそ
れに対応できるような対策を
しておくことが重要！

BISAI-FARMとは
宇和島市を拠点に、災害時にも「食」が絶えない地域
をつくるため、避難所近くの耕作放棄地を活用して、
地域の方々と共に農作物を育てる取り組みを進めてい
る団体で、今後の研究に協力していだく予定です。
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